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【背景】喫煙者において DNA 修復遺伝子と膵臓がんリスクの関連性がいくつかの研究で報

告されているが、アジア人集団においてはまだ十分に検討されていない。本研究では、塩

基除去修復系の遺伝子多型が膵臓がんリスクに与える影響について日本人集団で検討した。

【方法】塩基除去修復系遺伝子の 5個の一塩基多型（SNPs）、rs1052133（OGG1）、rs1799782
および rs25487（XRCC1）、rs1130409（APE1）、rs11364101（PARP1）、について症例対

照研究で検討した。185 人の膵臓がん患者と 1465 人の非がん患者において、TaqMan 法に

よる SNPs 解析を行った。膵臓がんリスクと遺伝子多型および遺伝子‐環境交互作用につ

いては、unconditional logistic 解析で評価した。またハプロタイプに基づいた解析も行っ

た。 
【結果】rs25487（XRCC1）のマイナーアレルは、per-allele モデルにおいて、有意に膵臓

がんリスクと関連していた（オッズ比：1.29、95％CI：1.01-1.65；trend P=0.043）。XRCC1
のハプロタイプ解析においても、膵臓がんリスクと統計学的に有意な関連を認めた。XRCC1
遺伝子多型と喫煙状況については、統計学的に有意な交互作用を認めなかった。 
【結論】XRCC1 遺伝子多型が、日本人集団において膵臓がんリスクに影響を与えることが

示唆された。 
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